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・はじめに 

このたびは当社製品をご購入いただきまして、誠にありがとうございます。  

本製品を、安全に永く効果的にご使用いただくためには、正しい取り扱い、適切

な運転・点検が必要不可欠です。  

この取扱説明書（以下本書）には、重要な事項を含んでいますので、よくお読み

になった上で製品をご使用ください。  

なお、エアーモータをお使いの場合は、別冊のエアーミキサー・エアーモータの

取扱説明書もお読みください。  
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1.安全上の注意と電気用品安全法（PSE 法）について

お使いになる方や、他の人への危害、財産への損害を未然に防ぐため、必ずお守

りいただきたい事項を記載しています。

本機をご使用の際は、必ず本書をよくお読みの上、正しくお使いください。また、

本書は不明な点をいつでも解消できるように、すぐに取り出せる所に置き、携わ

る全ての方々でご活用ください。

◇表示内容を無視して誤った使い方をした際に生じる危害や損害の程度を、次の

表示で区分し、説明しています。  

△! 警告 
この表示は、「死亡または怪我を負う可能性が想定される」内

容です。  

△! 注意
この表示は、「損害を負う可能性または物的損害のみが発生す

る可能性が想定される」内容です。  

●電気用品安全法（PSE 法）について

2006 年 4 月 1 日から電気用品安全法により、電気用品に対しての PSE マーク表

示が義務化されました。弊社撹拌機は、「特定電気用品以外の電気用品」にあたり、

対象製品は、定格電圧が 100 ボルト以上 300 ボルト以下及び定格周波数が 50 ヘル

ツまたは 60 ヘルツのものであって、交流の電路に使用し定格消費電力が 500 ワッ

ト以下の非防爆品の電動撹拌機です。

弊社では、過負荷保護装置とスイッチ・電源コードを付属し、必要な電気用品安

全法上の義務を履行した製品に PSE マークを付して製造販売しております。下記

の「電気用品安全法対象外製品として使用する場合」を除き、対象製品には PSE

マーク適合製品をご下命ください。

●電気用品安全法対象外製品として使用する場合（工場の生産設備用途）

食品・薬品・化成品など製造工場の生産設備の撹拌槽に固定して組み込み、生産

設備ラインの一部として使用する場合は、使用先にて装置に漏電ブレーカまたは

ノーヒューズブレーカ等の過電流保護装置及びスイッチを設置して頂くことを条

件として、従来通りの製品を納入します。  

この場合には、他所に転売することは出来ませんのでご注意ください。  
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2.サタケマルチ A ミキサー標準仕様

●標準仕様 AT－V 形（無段変速形）

AT－D 形（低速形）  

形式 
ﾌﾚｰﾑ

No. 

モータ インペラ ｼｬﾌﾄ

全長 

（mm） 

動力 

(kW) 

極数 

(P) 

相・電圧 

(V) 
周波数 

回転数 

(min -1) 
種類 

直径 

(mm) 

段数 

(stage) 

AT14-V☐☐-0.06A

1 

0.06 

4 

単相・100 

50/60 0～420 P36 

150 

1 

586 
AT14-V☐☐-0.06B 3 相・200 

AT14-V☐☐-0.09A
0.09 

単相・100 
180 786 

AT14-V☐☐-0.09B 3 相・200 

AT34-V☐☐-0.2A

3 
0.2 

単相・100 
220 1003 

AT34-V☐☐-0.2B

3 相・200 AT44-V☐☐-0.4B 0.4 270 1203 

AT44-V☐☐-0.75B 4C 0.75 310 1426 

AT34-D☐☐-0.1A

3 

0.1 

4 

単相・100 

50/60 150/180 L18 

300 

1 

924 
AT34-D☐☐-0.1B 3 相・200 

AT34-D☐☐-0.2A
0.2 

単相・100 
350 1124 

AT34-D☐☐-0.2B

3 相・200 AT44-D☐☐-0.4B 4B 0.4 400 1313 

AT44-D☐☐-0.75B 4C 0.75 450 1526 

※シャフト・インペラは SUS304・SUS316 を標準としています。

※AT－V の 0.06・0.09kW の単相・100V はコンデンサーモータです。
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●標準寸法表 AT－V，AT－D

形 式  

ﾌﾚｰﾑ

No. 

ﾓｰﾀ

(kW) 

寸 法 (mm) 概 算  

質 量  

（ kg）  

(A) B 

B-MAX 

(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

φ ｄ  D E (F) M 

NS- 

φ ZS 

O.S. P.S. N-φ Z O.D. P.D. 

AT-V 

1 

0.06A (457) 500 1000 13 150 141 (316) 12 4-15 165 130 8-15 185 150 18 

0.06B (355) 500 1000 13 150 141 (214) 12 4-15 165 130 8-15 185 150 18 

0.09A (457) 700 1000 13 180 141 (316) 12 4-15 165 130 8-15 185 150 18 

0.09B (448) 700 1000 13 180 141 (307) 12 4-15 165 130 8-15 185 150 17 

3 

0.2A (595) 900 1300 20 220 194 (401) 12 4-15 190 155 8-19 210 175 37 

0.2B (576) 900 1300 20 220 194 (382) 12 4-19 190 155 8-19 210 175 34 

0.4B (596) 1100 1300 20 270 194 (402) 12 4-19 190 155 8-19 210 175 35 

4C 0.75B (698) 1300 1500 25 310 236 (420) 16 4-23 230 190 8-23 250 210 56 

AT-D 

3 

0.1A (451) 800 1100 16 300 207 (244) 12 4-19 190 155 8-19 210 175 21 

0.1B (390) 800 1100 16 300 207 (183) 12 4-19 190 155 8-19 210 175 18 

0.2A (471) 1000 1400 16 350 207 (264) 12 4-19 190 155 8-19 210 175 24 

0.2B (415) 1000 1400 16 350 207 (208) 12 4-19 190 155 8-19 210 175 20 

4A 0.4B (491) 1200 1600 20 400 251 (240) 16 4-23 230 190 8-23 250 210 30 

4B 0.75B (540) 1400 1900 25 450 253 (287) 16 4-23 230 190 8-23 250 210 39 

※表中、A・F 寸法はモータの銘柄によって多少異なります。

※撹拌機質量はモータ、ミキシングシャフト、インペラを含んだ総質量です。

※B 寸法がシャフトの標準寸法です。標準より短い、あるいは長いシャフトの場合はご用命ください。 

※標準塗装色はマンセル近似値 N5.5 です。モータ及び変･減速機の塗装色は、メーカ標準色となります。 
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3.次のことをお確かめください

(1)本体及び付属品等は、ダンボール箱（1 箱）に収納されています。ミキシングシ

ャフトは厚紙製の筒（1 本）に納められています。

(2)ダンボール箱及び、梱包の中にはミキサー本体、インペラ、工具入れビニール袋

1 袋（工具と保証書）が入っています。

(3)ご注文どおりの物でしょうか。付属品に不足はないか、また、サイズ等について

も誤りはないでしょうか。本体の銘板を見て、ご注文どおりの形式（MODEL）

であるか確認してください。

(4)ミキサーまたは、付属品に損傷はありませんか。

※以上の事項について問題がございましたらすぐにご購入の代理店または、当社

までご連絡ください。

工具の種類とサイズ AT－V，AT－D 

フレーム

No.
形式  

動力  

（kW）  

六角棒スパナサイズ  

（二面幅）  

1 AT14－V 
0.06 

3 ， (5) 
0.09 

3 AT34－V 
0.2 3 ，4 ， (5) 

0.4 4 ， (5) 

4C AT44－V 0.75 4 ，5 ， (6) 

2A AT24－D 
0.1 

4 ， (5) 
0.2 

4B 
AT44－D 

0.4 4 ，5 

4C 0.75 5 ， (6) 

※（ ）はグランドタイプのみ付属
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4.これだけはご承知ください

本製品は厳重な品質管理に基づいて製作されており、1 年間の正常運転は保証いたし

ます。しかし、次のような原因によって引き起こされた、事故については保証対象

外となります。  

(1)ご注文の仕様書又はカタログに明記した内容と異なった使い方をした場合。

(例 )液質（濃度、温度、比重、粘度等）に違いがあった場合。

液量、撹拌時間、運転時間、運転条件等に違いがあった場合。  

(2)本書の記載内容に反した取扱いをされた場合。

(3)本製品を落としたり、水をかけたり等の人為的なミス、更に地震、風水害、落雷

などの天災による不可抗力な事故。

(4)タンクの強度不足や据付環境などにより発生する異常振動が原因の本製品の故障。 

それに伴う損害。

(5)本製品の使用に伴って生じる対象液の物性変化等、2 次的な経済的・人的損失。

(6)本製品の故障等による機会損失。

5.外観と主な部品の名称
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6.据付について

△! 警告

据付ける時は、必ずヘルメットや安全ベルト等、安全防護具を装着してください。  

△! 注意

撹拌機の据付けを行う際は、撹拌機を落下させないように注意すること  (足場の確保

などに注意）。移動や設置の際は台車やホイストを用い、手持ちは避けること。  

撹拌機を据付ける場所は腐食性ガス、爆発性ガス、蒸気などのない雰囲気、かつ粉塵

を含まない換気のよい場所であること。(気温：-10～40℃、湿度：85%RH 以下。ただ

し、特別仕様の場合は除く。 ) 

フランジボルト・フランジナットおよび､インペラ・ドライブシャフト用セットスクリ

ューの締め付けは確実に行い､定期的に緩みが発生していないか確認すること。  

-1.据付前の確認

(1)本作業の実施は、安全教育を受けた機械据付け作業の熟練者に依頼して行ってく

ださい。

(2)撹拌槽自体が確実に固定され、安定しているか確認してください。

不安定な場合は、撹拌機を運転すると共振を起こし、シャフトが曲がる可能性が

あります。

(3)取り付けノズルの水平度

撹拌機は、撹拌槽取り付けフランジ面が水平になるように取り付けることが大切

であり、特にミキシングシャフトが長い時は振動の原因になります。水平度は下

表をご参照ください。

回転数（min -1）  
フランジ下よりの軸の長さ

(mm) 
取付水平度許容値  

150 以下  
1500 未満  3mm/m 以内  

1500 以上  2mm/m 以内  

150 を超え 400 未満  
1500 未満  2mm/m 以内  

1500 以上  1.5mm/m 以内  

400 以上  
1500 未満  1.5mm/m 以内  

1500 以上  1mm/m 以内  

(4) 取り付け部強度

取り付け部は、運転時の振動も考慮して、リブ等の補強を点検してください。ま

た、リブ溶接時にノズルフランジ面の水平度に歪みが生じていないか点検してく

ださい。

取り付け部がチャンネル材の時は、井桁状に一体化されているか点検してくださ

い。
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チャンネル材の据え付け架台の動荷重によるタワミ値δは、

δ≦0.5mm/m ～ MAX. 3 mm 以下としてください。（動荷重=静荷重×2）  

(4)取り付け位置

取り付け位置は最適な撹拌効果を上げる為、欠かすことの出来ない要素です。

撹拌機種、撹拌目的、槽形状、液性等により選定する必要があります。

①丸槽

中、高レイノルズ数域（低粘度液）の場合、中心取り付けするときは必ず撹拌

槽内にバッフル（邪魔板）2～4 枚を下図の通り、放射状・等分に取り付けて

ください。

(図 -1) (図 -2) 

H＝0.5～1.5d 

AT－V Z＝1.5d 

AT－D Z＝0.5d 

d＞0.35D の場合 

ε＝0.5d 

d≦0.35D の場合  

ε＝0.2～0.25D 

B＝0.08～0.1D 

C＝0.25B 

②角槽

この場合は、中心取り付けでもバッフルの必要はありません。

但し、高粘度液や固形物を含むスラリーの場合、槽の隅部において停滞部が出

来易いので面取りや R 加工を施す必要があります。

③その他の槽形状については、必ず取付図の通りの位置に設置してください。

-2.据付順序

△! 注意

ドライブシャフトは絶対にロープを掛けて吊り上げたり、手で持ったりしないでくだ

さい。シャフトが曲がる可能性が有り、撹拌槽等の損傷の原因となります。  

(1)インペラとミキシングシャフトを槽内に入れておく。ただし、開口部が広くイン

ペラをミキシングシャフトに取り付けたまま槽内に入る寸法であればセットし

たまま槽内に入れてください。

(2)撹拌機本体を極力垂直になるように吊り上げます。槽内に入れておいたミキシン

グシャフトを（図 -3）（図 -4）の向きにドライブシャフトに挿入します。ミキシ

ングシャフトの座グリの位置を確認の上、六角棒レンチ（付属品）でしっかり締

め付けます。  

※ガスケットを使用する場合は、あらかじめミキサーとノズルフランジの間にい

れておいてください。
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ミキシングシャフトをセットする際は、下記の要領を参照してください。

※セットスクリューが縦 1 列 2 個の場合。＜図－3＞

・a．六角穴付セットスクリューⓑを緩めⓐを外します。そこに挿入したミキシ

ングシャフトの座グリⒶが見える位置に合わせます。

・b．そのままセットスクリューⓑを付属の六角棒スパナで締め付けます。次に

ⓐのセットスクリューをⒶの座グリ上に締め込んでいきます。

・c．セットスクリューⓐⓑの先端が座グリにくい込むように 3～4 回締め付け

を繰り返して、完全に締め付けてください。  

※セットスクリューが横 1 列 2 個の場合。＜図－4＞

・d．六角穴付セットスクリューⓐⓑを外します。そこに差し込んだミキシング

シャフトの座グリⒶⒷが見える位置に合わせます。

・e．そのままセットスクリューⓐⓑを付属の六角棒スパナで締め付けていきま

す。 

・ f．セットスクリューⓐⓑの先端が座グリにくい込むように 3～4 回締め付けを

繰り返して、完全に締め付けてください。  

(図 -3) (図 -4) 

(3)撹拌機を垂直に（静かに）取付ノズルに降ろし、取り付けボルトにて固定します。

(4)据付終了後、モータのファンカバーを外しファンを手で回しながらシャフトの振

れを確認してください。少しのシャフトの曲がりでも運転を続けていると徐々に

大きく振れだし、軸曲がりの原因になります。シャフトが曲がっている等の異常

を感じたら、当社までご連絡ください。

(5)最後に槽内に入りインペラを取り付けます。ミキシングシャフトに座グリが施し

てありますので、その位置を確かめて同じ六角棒スパナで確実に締め付けてくだ

さい。この時インペラの逆（裏表）取り付けに注意してください。

※インペラのセットボルトを締め付ける際に、シャフトに過剰な荷重のかからな

いように十分配慮してください。

△! 注意

セットスクリューの位置を間違えるとシャフトが傷つき抜けなくなる場合がありま

す。  

ドライブシャフトの差し込み穴には、粉体や埃が入らないよう十分配慮してください。

噛み込みや固着によりシャフトが抜けなくなります。  
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7.運転準備

-1.本体の確認

(1)各セットボルトの締め付けを、もう一度確認します。撹拌槽内に工具、その他忘

れ物が無いか確認し、周辺の整理整頓をしておきます。

(2)本体を手で揺すり、全体がガタガタするようですと、フランジ取り付けボルトの

緩みが考えられます。再度、しっかり締め直してください。

(3)インペラが裏表逆に取り付いていないか、よく確かめてください。

-2.電気配線

△! 警告

配線は優良な配線器具を使い、専門知識のある資格者が必ず作業を行ってください。  

また、活線状態での作業は危険ですので、電源を切って作業を行ってください。  

電源コードの接続は圧着端子などで確実に結線してください。感電による事故を防ぐ

ため、モータやインバータには必ず、接地工事を行ってください。モータの場合、端

子箱内またはモータファンカバー部に接地用ネジが付いていますので、それを利用し

て配線してください。  

△! 注意

本製品は PSE 対応品を除きモータに過負荷保護装置は付属しておりません。その為、

電源側には必ず過負荷保護装置（サーマルリレー、ヒューズ、ノーヒューズブレーカ

等）を設置してください。さらに全てのミキサーに漏電ブレーカ等の安全保護装置、

電流計、非常停止スイッチ等を設けることをお勧めします。  

(1)ブレーカおよび電磁開閉器

電動機メーカにより、全負荷電流（定格電流）が異なりますので適切なサイズの

ものをご使用ください。

(2)モータは下表のとおり結線ください。

機種  単相（ 100V）  3 相（ 200V）  

AT－V 

0.06~0.2kW 0.06~0.75kW 

付属のリングコーン取扱

説明書を参照ください。  

R－U 

S－W 

T－V 

AT－D 

※  

0.1~0.2kW 0.1~0.75kW 

R－U1－Z1 

S－Z2－U2 

モータ貼付の説明文をお

読みください。  

R－U 

S－V 

T－W 

※ニッセイの減速機で単相モータの場合、モータの種類により結線が異なり

ますので、上から見てインペラが時計回りに回転する様に結線ください。
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-3.回転方向の確認

電気配線後、回転方向を必ずご確認ください。

回転方向はネームプレートに明示してありますが、上から見て時計回りです。ス

イッチの ON・OFF にて 1～2 秒程度で止めてください。再度確認が必要な場合は

シャフトが完全に停止してから行ってください。

8.運転中の注意事項

△! 警告

運転中の回転している部分には絶対に触れないこと。身体に多大な被害がおよびます。 

△! 注意

本機は原則的には液面通過運転・空運転は厳禁です。万一、液面通過運転・空運転を

行いますとシャフトが曲がり、インペラ、ミキシングシャフト、撹拌槽などの損傷に

繋がります。念のため、最低液面以下では運転が停止するようにインターロックなど

の設置をお勧めします。  

モータおよび本体に直接水をかけないこと。

「液面通過運転」および「空運転」の定義を以下のように定めています。  

■液面通過運転とは ※原則的には厳禁です。

撹拌機運転中に液の増減を行う場合に、最下段のインペラが定常的な吸い込み渦を生じない安定状

態 (図面上の最低液面 )から完全に露出した状態に至るまで (あるいは逆 )の操作。軸の曲がり等の原

因になりますので十分注意ください。 (軸振れ、ボルトの緩み等の点検を実施ください。 ) 

■空運転とは ※原則的には厳禁です。

液面通過運転等により、最下段のインペラが完全に液より露出した空気中で運転される状態を指し

ます。空運転では液からの制振効果がないため、軸曲がりに結びつく原因になります。  

(1)インペラからの液面位置までの距離は、必ず P9 の寸法以上となるように確認

してください。

(2)モータ負荷電流が定格以内になっているか確認してください。もし、オーバーロ

ードしている場合は直ちに運転を停止し、使用条件、その他の現在の状態を当社

までご連絡ください。

(3)運転中に液、または固形物を投入する場合は、インペラ、シャフトに衝撃がかか

らないように静かに（少しずつ）入れてください。特に大塊の固形物（約 3cm3

以上）は、小さく砕いて静かに投入してください。量が多くインペラに衝撃がか

かるようなら、スクリーンや格子などを設けて保護してください。
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(4)本体の振動が定常時より大きくなった時は、直ちに運転を中止してください。

手回しにてシャフトの振れやボルトの緩みを調査してください。

(5)運転中、異常音や異常発熱が発生したら、直ちに運転を中止し原因を調査してく

ださい。

（モータ許容温度：気温＋45℃、MAX90℃）

（減速部許容温度：気温＋40℃、MAX75℃）  

※上記の異常を確認した場合は 10 項「故障と対策」を参照してください。適切

な処置が必要です。

9.保守・点検

△! 警告

撹拌機の点検、整備等を行う際は、必ず電源を切ってから作業してください。また、

不注意によってスイッチを入れないように「投入禁止」の札を付けておくなど十分に

配慮してください。  

(1)日常点検項目（全部位共通）

①振動、音、温度等に異常はないか。

②各ボルトの締結状態に緩みはないか。

(2)モータおよび、変・減速機部

①撹拌対象液が本機仕様範囲を超えていないか。

②過負荷となり異常昇温していないか。

（変・減速機部の保守点検については、同封の取扱説明書をご参照ください。）

(3)軸封部

①オイルシールを使用の場合は、定期的に給油するようにし、ドライ運転とならない

ようにすれば寿命はさらに延びます。また、1～1.5 年毎に点検し交換を行ってくだ

さい。

②グランドパッキンを使用の場合は、給油の必要はありません。しかし、使用条件に

よっても異なりますが 3～6 ヶ月毎に一度点検し、漏れがひどくなっていないか調

べてください。

漏れ量が多い時は、増し締めを行ってください。増し締めの際には一度に強く締め

ないで徐々に且つ片締めにならないように均等に締め付けてください。

※オイルシールとグランドパッキンは気密性や耐圧性を維持できません。それらが必

要な場合は、メカニカルシール仕様のミキサーをご下命ください。

(4)ベアリング部

ベアリングは全てシールドベアリングを使用していますので給油の必要はありませ

んが、原則として 1～1.5 年毎に点検してください。（ベアリングリスト参照）
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(5)シャフト部  

①ミキシングシャフトを曲がったまま使用していないか定期的に点検してください。

また、ドライブシャフトの差し込み穴の定期的な清掃をお勧めします。  

②曲がったままで使用しているとシャフトの歪みがさらに増大し、インペラで撹拌槽

を傷つけることになりますので十分注意してください。  

③異常検出の時は曲がりを修正するか、新品と交換してください。そのうえで原因を

調査してください。  

 

ベアリングリスト  

形式  ベアリング  

AT14-V□□ -0.06&0.09 6005ZZ 

AT34-V□□ -0.2&0.4 

AT44-D□□ -0.1&0.2 
6008ZZ 

AT44-V□□ -0.75 

AT44-D□□ -0.4&0.75 
6010ZZ 
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-1.分解

定期点検、作業点検等により異常が発見された場合、または消耗品の耐用年数が過ぎ

て部品の交換が必要になった場合には、次の要領で分解・組立を行ってください。

（16 ページの構造図を参照のうえ、本機の構造をよく理解してから行ってください。） 

（消耗品には市販品以外の特殊部品がありますので、あらかじめ撹拌機本体のネーム

プレートに記載されている【MODEL、SER.No.、回転数、電源周波数】をご連絡の

上、必要部品の手配をお願いします。）

(1)電源を切り、モータから配線を外しま

す。

(2)セットスクリュー (1)を緩め、ドライ

ブシャフトよりミキシングシャフトを

抜き取ります。

(3)撹拌槽より撹拌機本体を外し、作業性、 

安全性の良い場所へ移動させてくださ

い。この時、ドライブシャフトにロー

プ等をかけて吊り上げないでください。 

(4)ボルトまたはナットを外しモータおよ

び変・減速機を取り外します。

※AT－V タイプの 0.06＆0.09kW の機種

はスペーサーフランジも取り外します。 

(5)セットスクリュー (2)，N を緩め、ドラ

イブユニット（消耗品パーツ）を抜き

取ります。  

※消耗品パーツは組み上がった状態で新

しく供給されますので、これ以上分解す

る必要はありません。

(6)オイルシールタイプの場合には、オイ

ルシールを取り外します。グランドパ

ッキンタイプの場合には、スタフィン

ボックスよりグランド押えを外し、グ

ランドパッキンを取り外します。

(7)消耗品、破損品等をチェックし、部品

の交換を行います。
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以上で分解は完了です。オーバーホール時以外は必要な箇所のみを分解してくださ

い。  

※消耗品パーツの構成は構造図を参照してください。

○消耗品の耐用期間の目安

ベアリング等の消耗品パーツ 約 3 年  

オイルシール、グランドパッキン等軸封部品 約 1 年  
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消耗品リスト AT-V、AT-D 

形式 

オイルシール

タイプ

(NBR) 

グランドパッキン 

タイプ

(V#8132) 

消耗品パーツ(ﾄﾞﾗｲﾌﾞｼｬﾌﾄ、ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ、 ｾｯﾄｽｸﾘｭｰ) 

ベアリング 
セットスクリュー，(N)

(1) (2) 

AT14-V☐☐ 
-0.06

VC13285 ☐ 4.8×φ13×φ23 6005ZZ 
M6 

M6 
-0.09

AT34-V☐☐ 
-0.2

VC20356 ☐ 5.9×φ20×φ32 6008ZZ M8 
-0.4

M8 
AT44-V☐☐ -0.75 VC25405 ☐ 7.9×φ25×φ41 6010ZZ M10 

AT34-D☐☐ 
-0.1

VC16305 ☐ 4.9×φ16×φ26 6008ZZ M6 
M8 -0.2

AT44-D☐☐ 
-0.4 VC20356 ☐ 5.9×φ20×φ32 6010ZZ M8 

-0.75 VC25405 ☐ 7.9×φ25×φ41 6010ZZ M10 M10 

※ (N)はセットスクリュー (2)のみに付属します。

※消耗品パーツはドライブシャフトにベアリングを組込んだユニット (ドライブユニット )

として供給します。  
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-2.組立

(1)分解と逆順序で組み込んでいきます。 

オイルシールまたはグランドパッキ

ンを組み込みます。

(2)変・減速機とドライブユニットが垂

直になるように静置します。

セットスクリューの先端とモータ軸

のキーミゾを合せながらドライブシ

ャフトをモータ軸に入れ、その上に木

材などを乗せて、木またはプラスチッ

クハンマー等で軽く芯を見ながら叩

いていきます。  

モータ軸に完全に入ったことを確認

したら、セットスクリューを十分に締

め付けナットで固定します。  

(3)フレームを平らなところに置き、フレ

ーム内部のベアリングハウジングに

上記で組込んだユニットのベアリン

グ外輪を乗せます。

モータのフランジ面を軽く叩き込み

ながらスキマがゼロになるまで組込

んでいきます。  

最後にボルトまたはナットを締付け

てください。  

※プラスチックハンマー等で叩く場合、ベアリング等に傷がつかないように軽く叩

いてください。

※ベアリングのハウジングに少量のグリースを塗布すると組み込みが容易になり

ます。

※分解・組み立てが完了した撹拌機の据付は本書の 6 項「据付について」をご参照  

ください。  



19 

10.故障と対策

1.シャフトが振れる

要 因  原 因  対 策  

シャフト曲がり ①輸送中に損傷を受けたまま使用

②シャフトの保管状態が悪かった

③撹拌機シャフトにスリングを掛けて吊った

●シャフトの曲がり修正を行う

据付不良  ①フランジボルト・ナットの締め付け不良

②水平度が悪い（軸の垂直が出ていない）

●フランジボルト・ナットの増し締め

●タンクノズル修正

組立不良  ①インローが完全に入っていない

②インペラが正規に取り付けられていない

●正規に組み立て直す

運転回転数範囲  ①連続可変速運転にて、危険回転数域を通過

する

●危険回転数域を使用しない

使用上の誤り  ①空運転・液面通過運転を行った

②据付位置・液位等が正しくない

●空運転・液面通過運転を中止する

●槽の改造、撹拌機取付位置の変更

撹拌物による  

影響  

①固形物投入の際、インペラ・シャフトに衝

撃を与えた

②異物がインペラにあたり変形した

③インペラにスケール・繊維状物が付着して

アンバランスとなった

④液による腐食によってインペラの一部が脱

落した

●固形物は細断して投入する

（スクリーン・格子を設ける）

●異物除去、変形の修正

●スケール等を取り除く

●インペラの交換

2.ミキサーが振動する

要 因  原 因  対 策  

据付不良  ①フランジボルト・ナットが緩んでいる ●ボルト・ナットの増し締め

強度不足  ①タンクの架台、ラグ、胴等の強度不足

②撹拌機取付部 (ﾉｽﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ ,ﾋﾞｰﾑが弱い )

●撹拌槽の補強

●取付部の補強

製作上の誤り  ①モータ、減速機等との結合部の

ミスアライメント

●再組立
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3.発熱する

要 因  原 因  対 策  

負荷過大  ①摺動部・軸受けの焼付による負荷過大

②インペラ径・回転数の選定不良

（液性把握が不足していた）

③液性が設計仕様と異なる

（処理液が変更された）

●部品交換

●仕様変更（再選定）

電源不良  ①供給電圧の不均衡・欠相・低下 ●電源調整

雰囲気が悪い  ①モータの周囲が高温で冷却不良

②高地のため、空気希薄で冷却不良

●モータの仕様変更

●周囲温度を 40℃以下にする

●冷却能力アップ

使用上の誤り  ①インバータ専用のモータ以外で低周波数で

連続運転

●モータ交換

4.異常音がする

要 因  原 因  対 策  

部品損傷  ①変・減速機またはベアリングの損傷 ●部品交換

部品の振動  

干渉  

①取付ボルトの緩み

②取付架台 (座 )の振動

●増し締め・修正

●架台 (座 )の補強・修正

潤滑不足  ①グランドパッキン・オイルシール部が

ドライ状態（高周波音）

●少量のグリース塗布

摩擦  ①グランドパッキンの締め付けすぎ ●適正締め付け量とする

調整不足  ①インバータとモータ・減速機がマッチング

していない

●インバータの設定を調整

5.起動しない

要 因  原 因  対 策  

電源不良  ①供給電圧の不均衡・欠相・低下

②インバータ・マグネットスイッチ等がスト

ップ（アラーム）となっている

●電源調整

●リセットする

部品の焼付  ①モータ・減速機が焼付いた ●部品の交換

組立不良  ①セットスクリューの締め込み不良及び緩み ●組立不良

6.その他

要 因  原 因  対 策  

軸封漏れ  ①圧力がかかった（逆圧となった）

②ドライ状態で運転された

③組込みミスがあった（方向違い・寸法違い） 

●常圧とする

●少量のグリース塗布

●正規に組み直す
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11.保管要領

-1.開梱前の保管

(1)保管場所

原則的に屋内で埃、多湿、化学薬品の雰囲気を避け、激しい温度変化がなく通風

性の良い、直射日光が避けられる場所が良い条件です。（もし屋外で保管される

場合には、雨および直射日光が避けられるような場所とし、防塵カバーで覆い、

上記条件を考慮してください。）

(2)天地を逆にして保管しないようにしてください。

-2.開梱後の保管

(1)原則として本体は垂直に立てて保管してください。約 3 ヶ月に一度はドライブシ

ャフトを手回しで 10 回転以上回してください。尚、手で回らない場合はモータ

のファンカバーを取り外し、ファンを手で回してください。

(2)防錆、防塵カバーをしてください。ミキシングシャフト、インペラの保管は過大

な外力がかからないような安定した場所に静置してください。

(3)原則的には屋内で埃、多湿、化学薬品の雰囲気を避け、激しい温度変化がなく通

風性の良い、直射日光が避けられる場所が良い条件です。

(4)ゴム・樹脂ライニング品等のシャフト、インペラは打ち傷だけでなく、たわみに

も十分注意して取り扱ってください。
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12.アフターサービスと保障

☆使用中に異常が生じたときは

「故障と対策」を確認し、問題が解決しない場合は、当社または当社代理店まで

ご連絡ください。

お知らせいただきたい内容

①トラブル該当品の銘板記載事項「品名、製造番号（SER.No.）、形式（MODEL）、

製造年月日等」

②異常状態について、その前後の様子を含めてできるだけ詳細に。

（発生時刻、現象、被害度、推定原因、対象状況、運転時間、運転条件、緊急度） 

③ご購入経路（窓口）

④連絡先、担当者、交通機関などの情報。

その他、関連詳細事項

☆保障について

保証期間

保証期間は工場出荷後一年です。  

保証期間中でも有償になる場合がありますので、本書をよくお読みになった上でご

使用ください。  

保証期間が過ぎている場合

修理によって機能が維持できる場合には、ご要望により有償にて修理いたします。 

☆サービス受け付け

不明・不審な点、取替部品、修理等については、当社または当社代理店までご連絡

ください。  
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13.連絡先

☆大阪事業所 販売部

☆東京事業所 販売部

☆中部販売サービスセンター

〒570－0035 大阪府守口市東光町 2－18－8 

TEL 06－6992－0371 

FAX 06－6998－4947 

〒335－0021 埼玉県戸田市新曽 66 

TEL 048－433－8711 

FAX 048－433－8541 

〒460－0021 名古屋市中区平和 1－21－9 

TEL 052－331－6691 

FAX 052－331－2162 

また、弊社のホームページからもメンテナンス受付をおこなっております。

ホームページアドレス http://www.satake.co.jp/

メールアドレス info@satake.co.jp

この製品は付属品を含め、改良の為予告なく製品の全部または。  

一部を変更する場合がありますのであらかじめご了承ください。  
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